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あらまし 医療過誤の防止及び医療業務の効率化を目的とし、電子タグの読み取り作業による医療業

務の負荷を軽減し、かつ確認作業を可能とする、患者ベッドサイドの自動認識システムを構築した。

300MHz 帯トリガー磁界方式アクティブタグと 13.56ＭＨz 帯パッシブタグを用いて、病室内における、

人や物の位置及び入退室情報の取得や、注射や点滴等の薬剤情報の取得を行った。 

試行実験の結果、医療行為を妨げることなく、複数の薬剤や ID 情報を一括で認識することができた。 
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1．はじめに 

 日本医療機能評価機構ヒヤリ・ハット事例情報

データベース（平成 18 年度調査）によると、ヒヤ

リ・ハット事例の発生場所は病室が顕著であり、

発生場面としては処方・与薬が 23％を占め、発生

原因は確認不十分が 25％である。これらの医療過

誤を防ぐため、病室内での医療実施時に、薬剤の

確認や患者及び医療従事者の認証を、IT 技術を利

用して、正確かつ効率的に行う医療過誤対策が求

められている。 

最近では、バーコードを用いたシステムに代わ

り、電子タグ（RFID）を用いたワイアレス技術に

よる医療安全システムが試みられている。しかし、 

現在利用されている主な電子タグシステムでは、

情報の読み取り時に、リーダ機器を接近させなけ

ればならず、バーコードを用いたシステムと同様

に、通常の臨床業務に加え、タグの読み取り作業

が増加する欠点がある。このような欠点を克服す

るために、本来の意味での認識の自動化、すなわ

ち、医療従事者に負荷なく情報収集できる、ワイ

アレス認識技術の構築が必要とされている。 

 そこで本研究では、病室におけるインテリジェ

ントな医療空間の構築を目的とし、13.56MHｚ帯パ

ッシブタグと、300MHz 帯トリガー磁界方式アク

ティブタグ（POWERTAG:（株）マトリックス社

製）を組み合わせ、病室における医療従事者等

の入退室及び位置管理、薬剤情報の認識を行う

医療安全システムを構築した。 

2．方法 

本実験では、人や物の位置情報、及び薬剤情

報を取得するため、300MHz 帯トリガー磁界方式

アクティブタグと、13.56MHz 帯パッシブタグを

用いた。電子タグの貼付は、基礎実験の結果を

踏まえ、次の位置に貼付した。 

 ・患者：左手首のリストバンド 

 ・医療従事者：胸章部 

 ・医療用カート：カート前面 

・点滴台：中央部 

・薬剤：薬剤ラベルの付近  

2.1 病室における位置及び入退室情報の取得 

位置情報に関しては、病床周辺の一定空間を磁

界によって限定することで、「患者固有の空間」

とした。アクティブタグがこの空間に入ることで

作動することから、不要な電波の制限や、病室内

の位置情報の取得を可能にした。 

また、入退室に関しては、病室の出入り口に磁

界を二ヶ所設置することで、人や物の動く方向性

を認識し、「入」と「出」の情報を取得した。 

リーダは天井に貼り付け、患者や医療従事者

の移動の妨げにならないように配慮した。 

入退室や位置情報の取得対象は、患者、医療

従事者、医療用カート、点滴台で行った。 

 また、カートが移動するとともに、カート上

に設置されたパソコンの表示内容を変え、容易

に病室や患者情報を取得できるようにした。具
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体的には、入退室や各患者ベッドサイドへの移

動において、パソコン画面が、入院患者一覧や

患者情報に変化する。 

 

図 4 薬剤情報取得におけるエラー表示 

 

3. 結果 図 1 トリガー磁界方式アクティブタグ 
病室における人や物の位置情報を、リアルタ

イムに取得することができた。また、薬剤情報

に関しては、複数個の薬剤を正確に認識できた。

しかし、エラー表示の内容や表示方法に関して

は、医療従事者にやや分り難い表現もあった。 

 

4. 考察 

本システムは、病室内における人や物の位置

情報、及び薬剤情報を、リアルタイムに取得で

きたことにより、医療過誤防止に有効であると

考える。今後、エラー表示の方法や内容を改良

するとともに、臨床現場における業務フローに

沿った試行実験を行い、本システムの有用性を

検討する。 

図 2 カートの位置による画面遷移 

 

2.2 薬剤情報の取得 5. 結論 
 注射器、点滴パック、採血管の個々に

13.56MHz 帯パッシブタグを貼付し、カート上の

電子タグリーダによって読み取った。この際、

プラスチック性トレイを使用することにより、

薬剤情報の複数個認識を可能とした。また、薬

剤投与前後に、オーダ情報とのマッチングをリ

アルタイムで行った。 

 本研究では、医療行為を妨げることなく、医

療過誤を防止できるシステムを構築した。 
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図 3 薬剤情報取得システム 
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